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今
月
２８
、

２９
の
２
日
間

で
開
催
さ
れ

る
Ｇ
２０
大
阪

サ
ミ
ッ
ト
に

伴
い
、
２７
～

３０
の
４
日
間

は
大
規
模
な
交
通
規
制
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
阪
神

高
速
は
環
状
線
な
ど
大
阪

市
内
の
路
線
と
市
内
と
伊

丹
空
港
や
関
空
を
結
ぶ
路

線
が
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で

通
行
止
め
に
な
る
▼
市
内

の
一
般
道
も
会
議
場
や
市

内
に
点
在
す
る
要
人
の
宿

泊
ホ
テ
ル
周
辺
で
長
時
間

に
わ
た
る
交
通
規
制
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府

警
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
交

通
総
量
抑
制
連
絡
会
で

は
、
期
間
中
の
交
通
総
量

目
標
を
平
時
の
５０
％
に
設

定
し
て
い
る
▼
４
日
間
で

は
あ
る
が
、
物
流
の
大
動

脈
が
半
ば
機
能
停
止
に
な

る
こ
と
に
対
し
て
食
品
業

界
も
困
惑
を
隠
せ
な
い
。

交
通
規
制
対
象
に
は
梅
田

や
難
波
、
天
王
寺
、
心
斎

橋
と
い
っ
た
飲
食
店
が
集

積
す
る
繁
華
街
や
大
阪
城

公
園
な
ど
の
観
光
地
が
含

ま
れ
て
お
り
、
物
流
や
集

客
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
▼
Ｇ
７
の
相
対
的
な
影

響
力
低
下
で
参
加
国
が
増

え
Ｇ
２０
と
な
っ
た
わ
け
だ

が
、
著
名
な
会
議
に
ま
つ

わ
る
「
７
の
法
則
」
で

は
、
会
議
の
参
加
者
が
７

人
を
超
え
る
と
一
人
増
え

る
ご
と
に
会
議
の
有
意
性

が
１０
％
低
下
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
法
則
が
正

し
け
れ
ば
、
１７
人
以
上
が

参
加
す
る
会
議
の
効
果
は

０
％
に
な
る
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
や
大

阪
を
襲
っ
た
台
風
、
各
地
で

頻
発
す
る
地
震
な
ど
、
自
然

災
害
が
も
た
ら
す
被
害
が
深

刻
化
す
る
と
と
も
に
、
防
災

へ
の
意
識
は
強
ま
り
、
学
校

や
官
公
庁
に
と
ど
ま
ら
ず
、

一
般
企
業
や
家
庭
で
の
備
蓄

需
要
も
拡
大
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、

非
常
食
を
扱
う
メ
ー
カ
ー
は

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
高
齢
者

の
咀
嚼
、
さ
ら
に
は
ハ
ラ
ー

ル
な
ど
に
対
応
し
た
開
発
に

注
力
し
、
商
品
は
多
様
化
し

て
い
る
。
今
月
初
め
、
大
阪

市
で
開
か
れ
た
震
災
対
策
技

術
展
で
も
多
く
の
非
常
食
が

並
ん
だ
。

ア
ル
フ
ァ
フ
ー
ズ
（
東
京

都
）
は
魚
の
煮
付
や
シ
チ
ュ

ー
な
ど
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

特
定
原
材
料
等
２７
品
目
不
使

用
の
防
災
食
を
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
い
る
�

写
真
。
こ
れ

ら
の
商
品
を

強
化
す
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
が
、

１６
年
の
熊
本

地
震
だ
。
被
災
地
へ
は
次
々

と
救
援
物
資
が
届
い
た
が
、

そ
の
中
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
子
供
が
口
に
で
き
る
も
の

は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ

れ
ら
を
選
別
す
る
の
に
多
く

の
時
間
を
要
し
た
。

こ
う
し
た
被
災
地
の
実
情

を
踏
ま
え
商
品
を
開
発
。

「
各
市
町
村
で
も
、
ア
レ
ル

ギ
ー
に
対
応
し
た
食
品
を
備

蓄
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
」
（
吉
岡
慎
司

広
報
部
長
）
。

ま
た
、
「
高
齢
者
施
設
で

利
用
で
き
る
保
存
食
が
少
な

い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
こ

の
ほ
ど
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食
を

商
品
化
。
�
歯
ぐ
き
で
つ
ぶ

せ
る
�
段
階
の
煮
物
２
品
を

発
売
し
た
。
さ
ら
に
ハ
ラ
ー

ル
認
証
を
所
得
し
た
筑
前
煮

や
ト
マ
ト
煮
も
揃
え
、
「
東

京
五
輪
を
前
に
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
」
（
同
）
と
い

う
。Ｓ

Ｎ
食
品
（
大
阪
市
）
が

学
校
で
の
備
蓄
用
に
販
売
す

る
カ
レ
ー
も
、
２７
品
目
不
使

用
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品

だ
。
発
売
か
ら
５
年
半
で
累

計
１
０
０
万
食
を
販
売
し

た
。
非
常
時
だ
け
で
な
く
給

食
で
も
定
期
的
に
利
用
を
促

し
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

を
推
進
し
て
い
る
。
給
食
室

が
停
電
や
工
事
で
使
用
で
き

な
い
時
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
「
普
段
か
ら
食
べ
慣

れ
て
お
く
と
、
非
常
の
際
に

も
安
心
し
て
口
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
（
関
西
支
店
・

井
上
喜
淑
支
店
長
）
。

こ
の
ほ
か
、
年
配
者
に
も

好
ま
れ
る
和
風
の
食
品
を
広

げ
よ
う
と
発
売
し
た
根
菜
汁

は
、
野
菜
が
補
え
る
点
や
汁

物
が
欲
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

を
と
ら
え
、
高
齢
者
施
設
な

ど
へ
販
路
を

広

げ

て

い

る
。
来
年
初

め
に
は
五
目

御
飯
の
発
売

を

予

定

す

る
。

缶
入
り
の
ス
イ
ー
ツ
が
好

評
の
ト
ー
ヨ
ー
フ
ー
ズ
（
東

京
都
）
。
最
初
に
１
５
０
�

の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
ガ
ト
ー

シ
ョ
コ
ラ
な
ど
を
商
品
化

し
、
そ
の
後
、
６０
�
の
ミ
ニ

サ
イ
ズ
を
加
え
た
。
当
初
は

栄
養
不
足
に
な
り
が
ち
な
被

災
時
の
こ
と
を
考
え
、
カ
ロ

リ
ー
を
重
視
し
た
大
き
め
の

も
の
を
発
売
し
た
が
、
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
習
慣
が

広
が
る
に
つ
れ
、
会
社
の
デ

ス
ク
な
ど
で
も
保
管
し
や
す

い
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
支
持
も
強

ま
っ
た
。
現
在
は
ミ
ニ
サ
イ

ズ
が
６
割
を
占
め
る
。

熊
本
地
震
の
際
に
は
被
災

地
へ
寄
付
し
「
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
甘
い
も
の
を

食
べ
て
ほ
っ
と
し
た
と
い
う

声
を
い
た
だ
い
た
」（
同
社
）

と
い
う
。
そ
の
後
、
九
州
地

区
で
の
売
上
げ
が
伸
び
た
。

近
鉄
百
貨
店
は
通
常
の
ギ

フ
ト
な
ど
で
取
引
の
あ
る
法

人
へ
向
け
、
災
害
用
商
品
の

提
案
を
強
化
し
て
い
る
。

「
営
業
担
当
者
が
防
災
士
の

資
格
を
得
て
お
り
、
よ
り
深

く
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て

対
応
で
き
る
」
（
法
人
外
商

本
部
）
。
多
様
な
商
品
を
扱

う
百
貨
店
の
強
み
を
生
か

し
、
保
存
食
だ
け
で
な
く
非

食
品
を
含
め
た
備
蓄
用
の
セ

ッ
ト
な
ど
も
提
案
す
る
。

加
工
食
品
業
界
で
賞
味
期
限
を
「
年
月
」
表
示
化
す
る
動
き
が
拡
大
し
て
い
る
。
日
本
水
産
は
１７
日
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
缶
詰
製
品
に
つ
い
て
賞
味
期
限
を
「
年
月
」
表
示
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
１８
日
に
は
ハ

ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
が
、
来
年
４
月
か
ら
順
次
、
ハ
ウ
ス
食
品
と
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
で
賞
味
期
限
の

「
年
月
」
表
示
化
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
従
来
の
「
年
月
日
」
表
示
か
ら
「
年
月
」
表
示
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
、
日
付
逆
転
の
発
生
頻
度
の
減
少
を
図
る
な
ど
、
流
通
・
販
売
段
階
で
の
廃
棄
ロ
ス
削
減
を
目
指
す
狙
い
だ
。

日
本
水
産
は
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
缶
詰
製
品
に
つ
い
て

賞
味
期
限
を
「
年
月
」
表
示

に
切
り
替
え
る
。
フ
ー
ド
ロ

ス
へ
の
問
題
意
識
が
高
ま
る

中
で
、
従
来
の
「
年
月
日
」

表
示
か
ら
「
年
月
」
表
示
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
、
流
通

・
販
売
段
階
に
お
け
る
廃
棄

ロ
ス
削
減
に
貢
献
す
る
。

対
象
は
ニ
ッ
ス
イ
ブ
ラ
ン

ド
の
缶
詰
全
品
で
、
７
月
１

日
生
産
分
か
ら
順
次
切
り
替

え
る
。
な
お
、
季
節
性
の
あ

る
原
材
料
を
使
用
し
、
年
間

の
生
産
回
数
が
少
な
い
製
品

も
対
応
を
進
め
る
。
当
面
は

缶
詰
を
対
象
と
し
、
レ
ト
ル

ト
パ
ウ
チ
品
は
検
討
中
と
し

た
。同

社
で
は
社
内
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委

員
会
に
フ
ー
ド
ロ
ス
部
会
を

設
置
し
、
社
会
課
題
と
な
っ

て
い
る
食
品
ロ
ス
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
製
造
年
月
日
表
示
の
切

り
替
え
は
、
流
通
過
程
で
の

廃
棄
抑
制
に
向
け
て
１８
年
度

か
ら
検
討
し
て
き
た
と
い

う
。ハ

ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本

社
は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

順
次
、
ハ
ウ
ス
食
品
と
ハ
ウ

ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ
で
賞

味
期
限
の
「
年
月
」
表
示
化

を
実
施
す
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
の
食
品
ロ
ス

の
削
減
や
物
流
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
効
率
化
な
ど
の
社

会
問
題
の
解
決
へ
の
貢
献
を

目
指
す
。

ハ
ウ
ス
食
品
の
対
象
製
品

は
賞
味
期
間
１
年
以
上
の
家

庭
用
製
品
、
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル

ネ
ス
フ
ー
ズ
の
対
象
製
品
は

家
庭
用
全
製
品
。
両
社
は
２０

年
４
月
か
ら
順
次
、
「
年
月

日
」
表
示
か
ら
「
年
月
」
表

示
へ
の
切
り
替
え
を
開
始
す

る
。
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ

は
賞
味
期
間
の
延
長
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
は
経
済
産
業

省
の
「
製
・
配
・
販
連
携
協

議
会
」
、
農
林
水
産
省
の

「
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の

商
慣
習
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
」
、
製
・
配
・
販
有
志

の
「
日
本
Ｔ
Ｃ
Ｇ
Ｆ
」
な
ど

に
参
加
。
こ
れ
ま
で
、
製
品

の
返
品
・
廃
棄
の
削
減
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
活
用
、
製
品
面
で

の
環
境
対
応
の
促
進
を
通

じ
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

引
き
続
き
官
公
庁
や
製
・

配
・
販
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
と
も
連
携
を
図
り
、

食
品
ロ
ス
削
減
、
環
境
負
荷

低
減
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
へ
の
取
り
組
み
に
貢
献

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

賞
味
期
限
の
「
年
月
」
表

示
は
、
比
較
的
賞
味
期
限
の

長
い
清
涼
飲
料
、
流
通
菓
子

な
ど
で
先
行
し
て
い
る
。
１８

年
１０
月
時
点
で
全
商
品
に
占

め
る
「
年
月
」
表
示
の
割
合

（
平
成
３０
年
度
食
品
ロ
ス
削

減
の
た
め
の
商
慣
習
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
加
工
食
品

検
討
会
と
り
ま
と
め
）
は
、

清
涼
飲
料
５４
・
６
％
、
流
通

菓
子
３２
・
６
％
。
賞
味
期
限

の
「
年
月
」
表
示
は
、
賞
味

期
限
が
３
か
月
を
超
え
る
も

の
が
対
象
と
な
る
が
、
現
実

に
は
賞
味
期
限
が
１
年
を
超

え
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

保
存
性
の
高
い
食
品
で

も
、
賞
味
期
間
が
６
か
月
程

度
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、

「
例
え
ば
６
月
１
日
に
製
造

し
た
製
品
と
、
６
月
３０
日
に

製
造
し
た
製
品
の
賞
味
期
限

を
『
年
月
』
表
示
に
す
る
の

は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
（
メ
ー
カ
ー
）
と
い
う

よ
う
に
、
現
状
で
の
「
年

月
」
表
示
導
入
に
は
慎
重
姿

勢
を
示
す
。
た
だ
、
日
付
逆

転
の
発
生
減
な
ど
に
向
け
、

一
部
メ
ー
カ
ー
は
上
旬
、
中

旬
、
下
旬
で
の
「
年
月
日
」

表
示
を
導
入
す
る
な
ど
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
実
情
に
合
わ
せ

た
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。

１８
年
（
１
―
１２
月
）
の
レ

ト
ル
ト
食
品
国
内
生
産
量

は
、
前
年
比
１
・
３
％
増
の

３７
万
９
千
５
２
１
ｔ
で
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
総
生
産

量
の
４
割
を
占
め
る
「
カ
レ

ー
」
が
３
・
５
％
増
と
な

り
、
全
体
を
牽
引
。
親
子
丼

や
牛
丼
の
具
な
ど
「
食
肉
野

菜
混
合
煮
」
や
「
マ
ー
ボ
ー

豆
腐
の
素
」
も
２
ケ
タ
増
と

伸
長
。
「
料
理
用
調
味
ソ
ー

ス
」
や
「
シ
チ
ュ
ー
」
も
前

年
を
上
回
っ
た
。
外
食
・
中

食
の
人
手
不
足
や
、
家
庭
内

で
の
簡
便
・
時
短
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
を
背
景
に
、
レ
ト
ル

ト
食
品
の
需
要
拡
大
が
続
い

て
い
る
。

最
大
品
目
の
カ
レ
ー
は
１６

年
に
１５
万
ｔ
を
突
破
し
た
後

も
順
調
に
拡
大
。
１７
年
の
２

％
増
に
続
き
、
１８
年
は
３
・

５
％
増
、
約
５
千
ｔ
の
増
加

と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。

親
子
丼
や
牛
丼
の
素
な
ど

を
中
心
と
す
る
「
食
肉
野
菜

混
合
煮
」
は
１８
・
３
％
増
。

こ
ち
ら
も
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。
「
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
の

素
」
は
１１
・
２
％
増
。
マ
ー

活
ブ
ー
ム
の
追
い
風
も
あ

り
、
１６
年
９
％
増
、
１７
年
４

・
８
％
増
に
続
き
、
３
年
連

続
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
前
年
を
上
回

っ
た
の
は
「
シ
チ
ュ
ー
」
１４

・
６
％
増
、
「
料
理
用
調
味

ソ
ー
ス
」
１
・
７
％
増
。

「
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
」
や
「
つ

ゆ
・
た
れ
」
な
ど
は
前
年
を

割
り
込
ん
だ
が
、
「
カ
レ

ー
」
「
丼
の
具
」
な
ど
の
伸

長
が
全
体
を
カ
バ
ー
し
た
。

り
か
け
１
０
３
％
な
ど
依
然

と
し
て
安
泰
。
中
華
群
で
は

主
力
の
麻
婆
豆
腐
類
が
９６

％
、
麻
婆
茄
子
１
０
４
％

と
、
こ
れ
ま
で
の
伸
び
す
ぎ

た
反
動
減
も
出
て
い
る
。
背

景
に
は
野
菜
価
格
が
落
ち
着

い
た
こ
と
で
相
対
的
に
引
き

合
い
が
強
か
っ
た
豆
腐
の
利

用
率
が
下
が
っ
た
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
麺
用
ソ
ー
ス
は
早
め
の

仕
掛
け
が
奏
功
し
た
た
め
１

１
６
％
。

釜
め
し
の
素
で
は
主
力
の

「
と
り
釜
め
し
の
素
」
が
微

減
、
「
五
目
」
１
０
４
％
。

２
０
１
６
年
の
価
格
改
定
で

流
失
し
た
自
社
シ
ェ
ア
を
取

り
戻
す
流
れ
が
続
い
て
お

り
、
前
期
末
で
の
釜
め
し
の

素
は
過
去
最
高
成
績
だ
っ

た
。
今
１
―
５
月
も
１
０
３

％
で
あ
り
、
来
年
は
「
と

り
」
の
５０
周
年
も
あ
り
勢
い

を
維
持
し
た
い
考
え
。

そ
の
ほ
か
好
調
な
新
製
品

で
は
、
混
ぜ
込
み
わ
か
め
シ

リ
ー
ズ
の
「
お
か
か
チ
ー

ズ
」
、
「
牛
わ
さ
び
ふ
り
か

け
」
、
麺
用
ソ
ー
ス
の
「
麻

辣
麺
の
素
」
を
挙
げ
た
。

同
社
は
前
期
、
初
の
売
上

げ
５
０
０
億
円
を
突
破
し
、

今
期
は
前
年
比
１
０
３
・
６

％
の
５
２
０
億
円
を
目
標
に

設
定
し
て
い
る
。

丸
美
屋
食
品
の
阿
部
社
長

は
１８
日
、
２
０
１
９
年
春
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

最
終
審
査
会
の
席
上
で
今
１

―
５
月
の
営
業
概
況
を
発
表

し
た
。

全
社
売
上
げ
は
前
年
比
１

０
１
・
２
％
で
推
移
し
て
お

り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
は
ふ

り
か
け
群
１
０
３
％
、
中
華

群
９７
％
、
釜
め
し
群
１
０
３

％
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
群
１
０

１
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

個
別
商
品
で
見
る
と
、
ふ

り
か
け
群
で
は
看
板
ブ
ラ
ン

ド
「
の
り
た
ま
」
は
微
減
か

ら
前
年
並
み
、
混
ぜ
込
み
わ

か
め
１
０
６
％
、
ソ
フ
ト
ふ

食食
品品
廃廃
棄棄
ロロ
スス
削削
減減
へへ

賞
味
期
限
の�
年
月
�表
示
拡
大

１
―
５
月
営
業
概
況

全
社
１０１
・
２
％
推
移
丸美屋食品

過
去
最
高
の
３７
万
９
千
ｔ

レ
ト
ル
ト
食
品

国
内
生
産
量

カ
レ
ー
、丼
の
具
が
牽
引

１０１．３５５，６７６３７９，５２１レトルト食品計

８１．２１，１７５７，４７８その他

９８．９４，９４７５０，０８５つゆ・たれ

１０１．７７，１７５４４，２７５料理用調味ソース

９６．９４，３２８３１，６６５パスタソース

９７．２１，８６２１３，３４２飯類

７４．２１６９１，０８７農産類

９９．０２，６８４１５，５４３スープ類

９４．８５６３４，１７２水産類

８８．４２７７１，６５６食肉調理品

９６．１２，０６９１２，８５０かまめしの素

１１８．３３，４５８１８，６０５食肉野菜混合煮

１１１．２１，４７９８，６８３マーボー豆腐の素

９３．３２８８２，３６８ミートソース

９４．４４０３２，２６５ハヤシ

１１４．６４５３３，７３６シチュー

１０３．５２４，３４６１６１，７１１カレー

前年比（％）箱数（千箱）内容重量（ｔ）

１８年（１―１２月）のレトルト食品国内生産量

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
当
た
り
前

ハ
ラ
ー
ル
や
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
も

手延べ麺

……………………
きょうの主な内容

��～�� 夏季ギフト特集
ＰＡＲＴ２西日本地区

��～�� 手延べ麺特集

市中在庫不足で商戦
前半は好調。手延べ
人気も追い風に。

非
常
食
多
様
化
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